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☆『高２の２学期』 ～第２学期のスタートにあたって～

2 学 期 が 始 ま り ま し た 。 今 学 期 は ， 9 / 1 8（ 金 ）・ 19（ 土 ） に 文 化 祭 ， 1 0 / 1（ 木 ） に 体 育

祭 と い う 学 校 行 事 に 加 え て ， 1 1 / 1 2（ 木 ） ～ 15（ 日 ） に は 修 学 旅 行 が あ り ま す 。 行 事 に 積

極的に取り組みながら，自己の進路実現のために，今自分は何を為すべきかを常に考えて

日々を過ごして欲しいと思います。また，部活動では 3 年生の先輩から引き継いだ部活動

の中心として新人大会などでの活躍が大いに期待されます。高校生活の中でも最も充実し

たこの時期を，精一杯過ごす事により，悔いの残らない，納得できる時期としましょう。

☆『夏休みを振り返る！』 ～ジャズ部＆吹奏楽部～

今年の夏休みに行われた 2 つの演奏会を振り返ってみたいと思います。まず，7/2 6（ 日 ）

に栄町の【ふれあいプラザさかえ】で行われたジャズオーケストラ部『第 27回 フ ェア ウ ェ

ル コン サ ート 』（引 退 コン サー ト ）は ，様 々な 仮装 で幕開 けし ， 20 曲 以上の 演奏 が，あ っ

と言う間に感じられた 2 時間半のステージでし

た 。 ま た ， 8 / 9（ 日 ） に は 富 里 中 央 公 民 館 で 吹

奏楽部の『第２回定期演奏会』が行われました。

3 部 構 成 の ス テ ー ジ は ， そ れ ぞ れ に 工 夫 を 凝 ら

した内容で，この 1 年間で大きく成長した生徒

の姿が伝わってくる感動的な演奏会でした。

☆台湾学㉗『児玉源太郎と後藤新平』
こ だ ま げ ん た ろ う ご と う し ん ぺ い

修 学 旅 行 3 日目 に 見 学 す る 『二 二 八 記 念 館 』が あ る 二 二 八 和平 公 園

内 に 国 立 台 湾 博 物 館 が あ り ま す 。 そ の 3 階 ド ー ム の 部 分 に 第 4代 台 湾

総 督 の 児 玉 源 太 郎 と 民 政 長 官 後 藤 新 平 の 銅 像 が あ り ま す 。 1 8 9 5（ 明 治

28） 年 に 日 清 戦 争 の 結 果 台 湾 は 日 本 に 割 譲 さ れ ， 1 9 4 5年 ま で 日 本 の 植

民 地 と し て 統 治 さ れ ま し た 。 児 玉 源 太 郎 は ， 歴 代 の 台 湾 総 督 の 中 で は

最も任期の長い（ 1898 ～ 1906）総督でした。土地改革，衛生環境改善，

ア ヘ ン 根 絶 ， 学 校 教 育 ， 産 業 育 成 等 々 の 台 湾 近 代 化 の 基 礎 は 児 玉 と 彼

の 補 佐 役 で あ っ た 後 藤 新 平 に よ る も の で し た 。 医 師 出 身 の 後 藤 は ， 社

会 衛 生 を 重 視 し ， ア ヘ ン に 高 率 の 税 を か け ， 吸 引 者 を 徐 々に 減 ら す と

共 に ， そ の 税 収 を 衛 生 改 善 に 当 て た の で す 。 ま た ， 後 藤 は「 風 土 病 の

地 」 と 呼 ば れ た 台 湾 の 悪 疫 予 防 の た め に ， 上 下 水

道 を 完 備 し ， 主 要 道 路 は 舗 装 し て ， 深 い 側 溝 を 作

り ， 汚 水 雨 水 の 排 出 を 速 や か に し ， ほ と ん ど 都 市

の 形 を な し て い な か っ た 台 北 で 大 都 市 計 画 を 実 行

し，整然とした清潔な市街を作り上げたのでした。


